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学 校 教 育 課 

 

１ 基本方針 

子供の夢や地域愛を育む「夢育・地育」を核に、小中学校が連携し、「豊かな心」

「確かな学力」「健康な体」を身に付けた子供を育成し、「信頼される学校づくり」

を推進します。 

 

２ 基本施策 

(1) 「豊かな心」の育成に向けた施策 

「夢や目標を持ち、自己肯定感・自己効力感が高い子供」の育成に向け、根

気強く努力したり困難に立ち向かったりするなどの多様な体験や経験を通し、

自己選択・自己決定する場の設定と、教職員による子供のがんばりや成長の適

切な把握と価値付けを積み重ねながら、生活や未来社会に生きて働く「自律の

精神・主体性」を養います。 

ア がんばり体験や感動体験の重視 

「夢育・地育推進事業」をはじめ、自然、福祉、文化、スポーツ等におけ

る様々な体験活動や、友達、地域人材等との触れ合いの中で、コミュニケー

ション能力を高めながらがんばり体験や成功体験を積み重ね、「やればでき

るという自信」や「失敗や困難に負けないしなやかで強い心」を育成する教

育を進めます。 

○自分の目標や夢を持ち、根気強く努力する活動や機会の充実 

・学級活動や学校行事等の特別活動において、集団で取り組んだり創造した

りするなど、喜びや感動を共有する活動 

○子供の夢や地域愛を育む教育活動の推進 

・地域の良さを実感する学習や体験活動 

・地域人材を活用した学習活動やクラブ活動、文化的活動 

・講演や演劇、演奏会等、児童生徒の生き方や豊かな心を育むための活動 

○主体的な生き方を身に付けるための資質・能力や、適切に進路を選択する姿

勢を育むキャリア教育の充実 

・係活動や委員会活動、清掃活動等、全体のために働く活動 

・自分の体験や活動、学びを記したキャリアパスポートの活用 

○「人に役立つ活動」の推奨 

・地域等におけるボランティア活動への参加 

・青少年赤十字（ＪＲＣ）活動の推奨 

・中学生ジュニア防災士資格取得の推進 

イ 地域での体験活動や和文化等の文化活動の充実 

地域人材や地域の教育力を積極的に活用し、体験や活動、学びの中で地域

文化や和文化の良さを味わいながら「しなやかな心」「地域を愛する心」を育

みます。 

○地域や和文化の良さにふれる活動の推進 
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・地域資源や人材、文化の活用 

・礼儀の基本「挨拶・返事・きれいな言葉遣い」の日常化 

・学校や地域の実態に応じた和文化活動の実施 

・地域行事への積極的な参加 

○豊かな自然の中での体験活動の提供 

・伊久美地区を拠点とした「サタデーオープンスクール」及び山の家での「サ

マーオープンスクール」の実施 

○感動する心や豊かな情操を養う劇団四季「こころの劇場」公演の実施 

ウ 個にきめ細やかに対応する生徒指導の充実 

教員と児童生徒との信頼関係を醸成する中で、個々の状況に寄り添った生

徒指導の充実を図ります。 

○不登校や悩み、不安を抱える児童生徒のための居場所づくり 

・学習や生活における、学校教育支援員による個々に応じた支援 

・校内教育支援センターや別室の整備による教室に入れない児童生徒の学

びの保障に向けた環境の確保 

・学校と家庭、教室と校内教育支援センターや別室をつなぐ、１人１台端末

の活用 

・不登校児童生徒が学校内外を問わずいずれかの機関とつながり、学びにア

クセスできる環境の整備 

○学校と家庭、関係機関が連携し、個々の状況に応じた支援を行う「スクール

ソーシャルワーカー」の配置 

・スクールソーシャルワーカー、スクールカウンセラー、市教育委員会指導

主事等が参加するケース会議の実施等を通した支援体制の構築 

・スクールソーシャルワーカーによる、庁内関係部署（子育て応援課、社会

教育課等）、中央児童相談所、スクールサポーター等の関係機関と学校と

の連携体制の構築 

〇多様な学びの場に関する調査・研究 

○学校と市教育委員会との連携による児童生徒が抱える問題への迅速で適切

な対応 

○小中連携による生徒指導体制充実のための生徒指導主事・主任研修会の実施 

○静岡県版ＳＥＬ（新人間関係づくりプログラム）による子供の社会情動的ス

キルの育成 

○ＬＧＢＴＱ＋等の一人ひとりの個性や多様性を踏まえた対応 

 

 

エ 道徳教育の推進 

自己を見つめ、物事を多面的・多角的に考え、自己の生き方についての考

えを深める道徳教育の充実を図ります。 

○「考え、議論する道徳」の実践 

○全教育活動と関連付けた全体計画の作成 

オ 教育センターにおける相談・支援の充実 
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不登校や発達障害等の児童生徒及びその保護者を支援するために教育セン

ターの機能の充実を図ります。 

○悩みや不安を持つ児童生徒及びその保護者並びに教職員のための教育相談

員の配置 

○不登校傾向の児童生徒への個に応じた支援のための適応指導教室「チャレン

ジ教室」の充実と指導員の配置 

○特別支援教育指導室「たんぽぽ」の充実と指導員の配置 

○「わかあゆの会」等の不登校傾向の子供を持つ保護者の会の実施 

カ 読書活動の推進 

「島田市子ども読書活動推進計画（第四次）」に基づいた、読書・学習・情

報センターとしての学校図書館の機能の充実を推進し、子供の読書習慣の形

成を図るとともに読書が好きな児童生徒を増やします。 

○読書活動の充実 

・朝読書等の日常的な読書活動や、学校図書館を活用した学習活動の充実 

・家庭での読書活動の推奨 

・「島田子ども読書100選」の積極的な活用 

○学校図書館の運営を推進・支援する人的な体制の充実 

・市内全小中学校への学校図書館支援員の配置 

・学校図書館支援員を対象とした研修会の実施 

○学校図書館環境の充実 

・学校図書館や校内の読書環境の整備 

・市立図書館や他校との連携 

キ 部活動の地域クラブ活動化に向けた準備 

令和９年度中体連の大会終了後を目標に、休日における中学校部活動の地

域クラブ活動化を目指します。段階的な移行と円滑な実施に向けて、「地域ク

ラブ活動推進室」を設置し、準備を進めます。 

・スポーツ振興課、文化振興課、社会教育課等との連携・協働、校長会との

連携 

・部活動に代わる、地域での活動の場の構築と整備 

・部活動の地域クラブ活動化に係る協議会等における地域団体等との連携 

 

○事務事業評価シートの目標数値 

区        分 
単 

位 

令和８年度 

目   標 

令和７年度 

実   績 

事業の実績 

（ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ） 

地域の行事等に参加したことが

ある児童生徒の割合 
％ 

小 77.0 

中 74.0 

小 74.3 

中 63.6 

サタデーオープンスクール・サ

マーオープンスクールの実施回

数 

回 25 27 

スクールソーシャルワーカーの 回 1,365 1,365 



4 

 

訪問回数 

小中学校ケース会議で実施され

た協議件数 
件 190 190 

児童生徒１人当たりの学校図書

館における年間の本の貸し出し

数 

冊 
小  48 

中   6 

小  43.6 

中   3.5 

事業の成果 

（ｱｳﾄｶﾑ） 

人に役立つ行動に取り組んだ児

童生徒の割合 
％ 

小 88.0 

中 88.0 

小 85.8 

中 86.1 

自分にはよいところがあると答

えた児童生徒の割合 
％ 

小 86.0 

中 82.0 

小 83.8 

中 81.3 

サタデーオープン・サマーオー

プンスクールの参加人数 
人 500 605 

学校が楽しいと思う児童生徒の

割合 
％ 

小 92.0 

中 92.0 

小 89.4 

中 91.2 

本を読むことが好きな児童生徒

の割合 
％ 

小 74.0 

中 62.0 

小 72.0 

中 58.6 

＊令和７年度実績は、見込みの数値です。 

 

【令和８年度目標達成プラン】 

・「夢育・地育推進事業」を中心に、様々な体験活動や経験を取り入れ、豊か

な心の育成を目指します。 

・スクールソーシャルワーカーの活用については、県事業と連携し、ケース会

議に積極的に参加するなど、効果的な活用に努めます。 

・読書活動を推進するため、司書教諭・学校図書館担当者研修会を開催し、学

校図書館の充実を図ります。 

 

(2) 「確かな学力」の育成に向けた施策 

「個に焦点を当てた教育」に基づき、子供自身が目的意識を持ち、自分に合

った方法で課題解決に取り組み、他者との協働を通して課題をよりよく解決す

る「子供が主体となる学習」を目指します。 

ア 「子供が主体となる学習」の実現 

学習指導要領に基づき、「個別最適な学びと協働的な学びの一体化」、「主体

的・対話的で深い学び」を視点にした授業づくりを目指します。 

○授業改善リーフレット「自分らしさが輝く授業」に基づく授業改善 

・探究的な視点を取り入れ、単元目標や評価構想を明確にした、「子供が主

体となる学習」の推進 

・校長会、教頭会、主幹教諭・教務主任研修会、研修主任研修会等における

各校の授業改善に向けた指導・助言  

・指導訪問や、初任者研修をはじめとする経験年数による各種研修会におけ

る授業づくりの指導と支援 
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〇探究的な学習の推進 

・子供自らが課題を追究し、考えを表現する探究的な学習への取組 

・授業改善に向けた国際バカロレア教育プログラムの研究 

・市研究指定校（中学校区）による授業実践の参観、研究及び市内小中学校

との共有 

○学習指導の充実 

・単元展開や課題の明確化、振り返り等、授業の基礎基本の徹底 

・静西教育事務所、市教育委員会指導主事による訪問指導における指導・支

援 

・静岡大学教育学部附属島田中学校、静岡大学教育学部大学院と連携した授

業研修の実施 

○学習支援を行う学校教育支援員の配置 

・学習支援を要する児童生徒を主な対象とする、一人一人の理解や考え方等

に応じた支援 

○家庭学習の充実による学びの習慣化 

・学校の授業と効果的につながる、１人１台端末を活用した家庭学習の推進 

・自分の学力や定着、理解に応じて学習内容を選択する学習の推進 

・「生涯を通じて、主体的に学び続ける姿勢」の育成 

・小学校低学年からの家庭学習の習慣化 

○外国籍児童生徒等指導員の配置による外国籍児童生徒等への日本語指導、学

習指導 

○学習支援等における福祉課との協働 

イ ＧＩＧＡスクール構想に基づく、１人１台端末を活用した学習 

授業者が児童生徒一人ひとりの考えを把握し、対話活動につなげるなど、

端末の効果的な活用による学習を推進するとともに、情報化社会を見据えな

がら情報活用能力を身に付けた子供を育てます。 

○ＩＣＴ機器の効果的活用の推進 

・端末やプロジェクター等の効果的な活用 

・１人１台端末の効果的な活用の実践と研究 

・ＩＣＴの活用に関する研修の実施 

・「島田市教職員情報セキュリティーポリシー」による情報管理 

・ＩＣＴの活用に係るサポート体制の整備 

○端末の利便性や危険性を理解し、主体的、倫理的に行動するデジタル・シテ

ィズンシップ教育の推進（「ＧＩＧＡワークブックしまだ」の活用） 

○プログラミング教育の推進 

・教科書や１人１台端末を活用したプログラミング学習の実施 

ウ 個に応じた特別支援教育の充実 

関係機関との連携を図り、児童生徒一人ひとりの実態に応じた支援体制を

構築しながら、特別支援教育の充実を図ります。 

○教育のユニバーサルデザイン化の推進と、合理的配慮の充実 

・教室等の環境整備 
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・医療的ケアに対応する学校教育支援員の配置 

○児童生徒の実態に応じた課題設定や学習活動の実施、１人１台端末の効果的

な活用 

○スクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカー、教育センター相談員

による教育相談、公認心理師による巡回相談の実施 

○発達検査員による教育相談と発達検査、フィードバックによる児童生徒の実

情に即した就学支援 

○特別支援教育コーディネーターを対象とした特別支援教育研修会の実施 

○関係機関との連携・連絡調整のための特別支援教育研修会の実施 

○幼稚園、保育園及び認定こども園との連携や、子育て応援課等との協働によ

る適切な就学支援と通級指導 

○特別支援教育専門家会議の実施 

エ 発達段階に応じた外国語教育の推進 

発達段階に応じた外国語教育を推進し、主体的にコミュニケーションを図

ろうとする態度や、情報や考えなどを伝え合う力を育てます。 

○小中学校における外国語教育の充実を目指した外国語教育支援事業の実施 

・ＡＬＴの配置と、ＡＬＴ対象の研修の実施 

・ＡＬＴへの指導・支援を行う教育指導員の配置 

オ ９年間を見通した小中一貫教育の推進 

義務教育９年間の児童生徒を見通した継続的な指導により、「学力の二極

化」「中１ギャップ」等の課題解決に対応するなど、小中一貫教育を目指しま

す。 

○小学校における教科担任制の推進 

・外国語、理科、算数、体育をはじめ、教科の専門性を持つ教員や学級担任

相互による教科担任制の積極的な推進 

○小中兼務の実施 

・小中学校教職員が相互に授業を行う小中兼務の積極的な推進 

〇小中一貫校に向けた教育課程編成・実施の推進 

・中学校区における学校目標と身に付けたい資質・能力の統一化、学校運営

協議会の一元化 

〇市内高等学校との連携 

・ふじのくに国際高等学校、川根高等学校等との連携による12年間を見通し

た教育の推進 

カ 研究指定校の実施 

「夢育・地育推進事業」の市研究指定により、市内小中学校における探究

的な学習の研究を推進します。 

キ 幼児教育との連携 

幼稚園、保育園及び認定こども園との連携を図ります。 

○就学支援委員や市教育委員会指導主事による就学支援のための園訪問 

○関係機関との連携による、適切な就学支援の推進 

〇幼児期の教育と小学校教育の接続の推進（「架け橋プログラム」の作成と活
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用、保こ幼小合同研修会の開催） 

 

○事務事業評価シートの目標数値 

区        分 
単 

位 

令和８年度 

目   標 

令和７年度 

実   績 

事業の実績 

（ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ） 

学校訪問で指導主事が指導・助

言を行った回数 
回  40 40 

授業がよくわかる児童生徒の割

合 
 

小  90.0 

中  86.0 

小  89.5 

中  85.8 

ＡＬＴの年間における学校訪問

回数 
回 

小 1,000 

中   800 

小 1,178 

中  845 

事業の成果 

（ｱｳﾄｶﾑ） 

授業で何が身についたかがわか

る児童生徒の割合 
 

小  86.0 

中  86.0 

小  85.6 

中  85.9 

ＡＬＴによる外国語の授業が楽

しい児童生徒の割合 
％ 

 小  92.0 

中  90.0 

小  87.5 

中  89.8 

＊令和７年度実績は、見込みの数値です。 

 

【令和８年度目標達成プラン】 

・指導主事等が、夢育・地育研究指定校の授業参観や、教員の資質能力向上等

に向けた学校訪問を積極的に実施し、各校の授業改善を支援します。 

・ＡＬＴによる授業支援の実施、指導主事や教育指導員による外国語授業の参

観、研修会等の実施により、外国語授業の充実を図ります。 

 

(3) 「健康な体」の育成に向けた施策 

体力の向上としなやかで強い心の育成を推し進め、児童生徒の健やかな成長

を支えます。 

 ア 健康に過ごすための基礎的な知識・技能の育成 

保健学習の充実や医師会等の関係機関との連携により、子供の健康に対す

る自己管理能力の育成を図ります。 

○学校保健会や医師会との連携による、健康診断や各種検査等の実施 

○健康維持等の知識・理解を深める、学校保健委員会の実施 

○薬学講座、性教育講座等の実施 

 イ 運動やスポーツを楽しみ、体力の向上を図るための環境整備 

体育の授業や外遊びなどに工夫と改善を加え、児童生徒が運動やスポーツ

を楽しみ、体力の向上が図られるよう、環境を整備します。 

○児童生徒の体位・体力の把握分析（新体力テストの実施）と授業改善 

○学校部活動支援 

・学校部活動の充実及び「学校部活動の地域クラブ活動化」に向けた、部活

動指導員派遣事業としての部活動指導員や外部指導者の配置 

・中体連や中文連等、生徒が各種大会等に参加するための費用の助成 
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ウ 規則正しい食生活を送るための指導 

「島田市食育推進計画」に基づき、食育指導の推進を図り、食に関する知

識や食への感謝の心を持ち、望ましい食習慣を身に付けた子供を育てます。 

○食育年間指導計画に沿った実践の把握 

・食育の指導目標や指導内容について共通理解を図る食育推進委員会・食育

担当者会の実施 

○学校での食育指導への栄養教諭の派遣 

・栄養教諭による、食に関する理解や朝食摂取率の向上を図る食育指導 

・島田市の生産物を知り、身近な食べ物への興味や感謝の思いを高める取組

の実施 

エ 適切に睡眠を取り、正しい生活習慣を身に付けるための指導 

睡眠時間を確保し、健康な学校生活を送ることができるようにします。 

 

○事務事業評価シートの目標数値 

区        分 
単 

位 

令和８年度 

目   標 

令和７年度 

実   績 

事業の実績 

（ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ） 

薬学講座、学校保健委員会の実施

回数 
回  38  38 

栄養教諭、学校栄養職員による食

に関する授業時数 

時

間 
 275  275 

事業の成果 

（ｱｳﾄｶﾑ） 

規則正しい生活を心がけている

児童生徒の割合 
％ 

小 88.0 

中 87.0 

小 87.1 

中 86.8 

朝食摂取率 ％ 
小 96.0 

中 95.0 

小 95.4 

中 92.6 

＊令和７年度実績は、見込みの数値です。 

 

【令和８年度目標達成プラン】 

・学校保健委員会や外部講師による薬学講座の開催、健康診断結果などを活用

し、児童生徒が自分の健康を自己管理する姿勢・能力を育てます。 

・栄養教諭による食に関する指導を継続することで、児童生徒がバランスの良

い食生活や朝食の重要さを理解するよう努めます。 

 

(4) 「信頼される学校づくり」に向けた施策 

地域の教育力や人材を積極的に活用し、安心・安全な学校を目指します。 

ア いじめを深刻化させない学校づくりの推進 

各校のいじめの実態やいじめの認知と対応について把握し、学校との連携

を図りながら、早期に組織的対応を行い、重篤な事態を防ぎます。 

○いじめにつながる事案の認知力向上と迅速な組織対応 

・「いじめに関する調査」、「問題行動」等の実態把握と分析 

・問題の早期解決・再発防止に向けた、学校と市教育委員会との連携 
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○いじめ問題対策連絡協議会等の開催 

・安心して学校生活を送るためのアンケートの実施と調査結果の活用 

○生徒指導主事・主任研修会の実施 

イ 社会に開かれた学校教育の推進 

学校と地域住民等が力を合わせて学校運営に取り組む「地域とともにある

学校づくり」を進めていきます。 

○市内全小中学校におけるコミュニティ・スクールの実施 

・学校運営協議会の実施 

・学校の目標や教育活動のあり方について学校と地域が共有 

○学校便りやホームページによる教育活動の発信 

○地域行事への積極的な参加の奨励 

ウ 学校事故防止に向けた、施設、通学経路等の点検・整備 

安全点検の徹底を図るとともに「危機管理マニュアル」を見直し、学校事

故の防止に努めます。 

○毎月の安全点検と薬品管理（理科・保健）の徹底、管理簿による管理 

○ＡＥＤの活用、食物アレルギー対応等の救急救命法の講習会の実施 

○ＰＴＡや地域自治会等との連携による通学路危険箇所の点検と改善 

エ 防犯体制の充実 

ＰＴＡや地域と連携した防犯体制の充実に努めます。 

○市内小中学校、園、警察、消防等への不審者情報の発信 

○「子どもをまもる110番の家」の活用 

オ 自然災害から命を守るための体制づくりと、児童生徒の対応力の育成 

自他の命を守るための体制を整えるとともに、児童生徒の適切に判断・行

動できる資質・能力を育みます。 

○地域の実情に応じた「危機管理マニュアル」の見直し 

○防災に対して主体的な姿勢を醸成する防災教育・防災訓練の実施 

・地域の地理的な実情に応じた訓練の実施 

・様々な状況や場面を想定した訓練の実施 

○「ふじのくにジュニア防災士」認証制度を活用した取組の推進 

○地域と連携した防災体制の強化 

○放射線に対する正しい理解を図る放射線教育の実施 

カ 感染症対応と教育活動の継続 

各種感染症のまん延防止と対応を行い、教育活動を継続していきます。 

○感染状況を踏まえた教育活動の実施 

・県、市内等の感染状況を踏まえ、学習や教育活動の継続を重視しながら、

市内小中学校の教育活動の方向性を定める。 

・校内における感染拡大が確認された場合、学校と市教育委員会、学校医が

協議し、学校ごとに臨時休業や学年閉鎖・学級閉鎖を行う。 

キ 頼もしい教職員の育成 

教職員の資質・能力の向上を図り、「頼もしい教職員」の育成に努めます。 

○経験年数に応じた研修会の実施 
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・初任者研修会、２年次研修会、３年次研修会 

・４年次研修会（市教育委員会指導主事、市立小中学校教諭、静岡大学教育

学部附属島田中学校教諭による訪問指導） 

・中堅教諭等資質向上研修会 

○企画・運営力を育成する研修会の実施 

・研修主任研修会、主幹教諭・教務主任研修会 

○新たな教育課題や職種に対応した研修会の実施 

・特別支援教育研修会 ・ＩＣＴ担当者研修会  

・食育担当者研修会  ・司書教諭、学校図書館担当者研修会 

・学校保健研修会   ・事務職員研修会 

○信用失墜行為の根絶に向けた意図的・計画的な指導の徹底 

・校長会及び教頭会における不祥事根絶研修の実施 

 

○事務事業評価シートの目標数値 

区        分 
単 

位 

令和８年度 

目   標 

令和７年度 

実   績 

事業の実績 

（ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ） 

いじめアンケートの回数 回  95  95 

学校運営協議会（コミュニティ・

スクール）の１校当たりの年間の

実施回数 

回 ３ ３ 

事業の成果 

（ｱｳﾄｶﾑ） 

学校を信頼している割合  
小 93.0 

中 83.0 

小 92.9 

中 82.8 

学校が楽しいと思う児童生徒の

割合 
％ 

小 92.0 

中 92.0 

小 89.4 

中 91.2 

地域の行事等に参加したことが

ある児童生徒の割合 
％ 

小 77.0 

中 74.0 

小 74.3中 

63.6 

授業や行事等の支援をしてくれ

た地域人材の人数（１校当たり） 
人 

小  65.0 

中  65.0 

小  93.2 

中  54.0 

＊令和７年度実績は、見込みの数値です。 

 

【令和８年度目標達成プラン】 

・いじめの実態把握については、定期的に実施するアンケート以外にも、適宜

臨時で行うアンケート等を実施し、いじめの早期発見、早期対応に努めます。 

・学校運営協議会の定期的な実施により、学校と地域が教育活動について情報

共有を図り、地域の関係者と連携した取組を推進します。 

 


